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輿 政j げi 和
究 慶 天 γ1.'， ・
刀く 女{ 平日 {果
2 2 2 5 
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うした経過を示す記録は，本文書中に「勲功喜J( J 45他)， r由緒書J( J 29他)として多〈残ってい











































四品号 A B C D E F G H J K L M N 。P Q R S T U 合計
もH 務 }接
音F型JA量』民F 司
J詐 i接 長 原I;}， 司非 家 家 家 家 家 家 寺 儀 茶 書 追
うHi 法 王i!F 望VJ 耳E 配f制ifl 
末
由 士 勤 勤記 財 入 雑
役陣 役jl!ド 主E長日 令 状 :j文 f生 役 番 手者 状 f生 録 政 用 社 ネL~ 巻 祁i
ill}f-28 21 。o I 7 57 12 2 9 36 。9 9 54 5 2 4 16 12 1 。284 
.1k物 10 1 17 42 13 9 4 8 5 21 26 8 1 545 470 6 2 87 5 12 99 1391 
1き「 。。 1 。。。。15 。。。2 。。。o I 2 。。20 



















J-tJjのものが存在しない。また，務の ll~ 政 9!1~にともなって ， 各務では藩札を発行してその打開策の
ーっ としているが， f.左fI務においては，立保20年以後銀札を発行し，その後一時中断はしたが，
8代治茂は銀札の名称、をさけて，この繕独特の米筈の発行を始めた。本文台中にその米筈発行にあ
た っ た j己〆方の手Jf~が多数存在していることから考えると ， 主水家がある期間に米筈の発行を司
った米会所の役職を担当していたことが知れる。こうした藩財政上の役務に主水家が関与したこ










ことは，従来多〈説かれているとお りであ る。本文書中の正徳 3年の「長崎御番所記録j(G4-10)
は，その詳細を語るものである。幕末における佐賀藩は，西南雄藩のーっ として，幕政内で微妙
な位涯を 占めることになるが， 天保8年の大塩の乱では，大坂蔵屋敷からの要請により出兵し
UlI-i4 村 名 国側l村長 屋敷板 出米)J I~J~ 村絵図 |
続命院村 。 。 。
向 山f} 村 。
キ艮 藤 念 村 。 。
tjl 東 i!柱 ホI 。 。




I奇 上西郷里子自里村 。 。 。 。
Am 本 堀 村
。 。 。













[N] 文記 年 当 匁l 鉄 弓 鎚 鋭t翁官 与キ 釆 又 メロ当、
砲 馬 馬 玉
書号 号 王 行(石) {伺 ¥*& {禍 l胡 (49 (49 {正j (iI') 従(人)
F 1 元手口9 右馬助 4406 27 26 26 。。5 I 7 159 
F 3 究永18 淡路守 7500 30 30 30 60 
。。1 I 13 360 
主水{右 。3 3 3 3 。1 l 20 
F 5 正保 2
淡路 z寸 7500 30 30 30 60 。。1 I 1 360 
2 )-J 主水{右 。3 3 3 3 。。l 1 20 
F 6 |司4月 主水佑 7500 30 30 30 60 。。1 I 1 360 
F 8 慶安2 主水f右 7500 30 30 30 60 。。1 I 1 360 
F9 冗文l主水 7500 3 3 3 6 。。1 I 12 396 加米 300
F11 天平日3主水 7米500 3 3 3 6 。。1 I 12 396 加 300
F 14 元禄12主水 7500 ] 30 30 30 60 。。1 I 1 360 [300 
F 42 宝暦10主水 [300凶 30 15 30 30 30 5 1 5 180 
F 49 宝暦12主水 [3000) 30 30 30 60 。。1 I 1 360 
F 53 嘉永2主水 [300凶 30 30 30 60 。。1 I 1 360 
F 54 文久2府之助 [3000) 60 。01 60 。。1 I 1 360 
















































































年 9月の場合を例示すると (M6)， 
従公儀御拝借金2万両相i斉，於大坂被相渡筈之由也，拝借金参着之分御割方ニ而被相
j町長内，物成 3千石，但10石付市12匁8分 5鹿 6毛，銀3賞856匁9分 8厘，代金6




































































文 年 メLJ〉、 lロs、 物 馬 手 予夫
2記号5 人
立E F珂 '7 f遣 J/. 鍬 鎌 馬
知切行米 ，g~ 号 数 七 上 鑓 石包
F 1 天和 9 8715 1680 903 14 18 50 209 141 110 10 
。01 32 
F3 JY.}I< 18 16501 1616 12 42 100 235 172 144 。147 0154 2837 
F5 正保2.2 16460 1701 13 45 100 235 171 145 15 146 0158 2822 
F6 " 2.li 11613 1001 9 25 50 155 99 86 10 101 0134 1410 
F8 !袋安 2 11643 1001 9 25 50 155 99 86 10 101 0134 1415 
F9 JZ文 1 13451 1141 8 33 60 165 103 96 10 117 0141 3140 
Fll ノミ平日 3 14965 1244 17 35 60 165 106 107 10 121 01 52 2065 
F14 元被 12 12552 1146 18 33 60 147 (虫食) 99 10 99 0151 1730 
F42 玄暦 10 (44J 826 14 38 60 130 68 105 15 144 144 52 2427 
F49 主歴 12 (4449J 1135 14 43 60 138 95 105 10 99 01 57 2442 
F53 ]~-7k 2 (5379J 1406 22 73 60 162 90 142 10 113 01 9530 
F54 文久 2 [5218] 726 1307 19 60 60 319 
。0110 109 0179 
















































28 X20 1冊 9丁
神崎郡野目ケ里屋鋪畠本帳
田口庄兵衛他 2名→ 享保17年3月21日
28 X 20 1冊13丁
神崎郡本堀村田万本帳 AI0 
田口庄兵衛他 2名→ 手保17年3月21日















田口庄兵衛他 3名→ 享保17年 3月21日
27.5 x 19 1冊52丁
神崎郡牟田ケ皇新町屋鋪帳 A16 
中山惣左衛門他 2名→ 天和3年3月16日
27x 19 1冊 7丁
神崎上西郷小淵ケ里兵龍寺屋敷畠本帳 A17 
兵崎半左衛門他3名→ 天保13年 31X21 
l冊 7丁
御私領神崎郡判偶人別帳 A18 
元治 2年 2月 21 X19 1冊22T
〔天草嶋j京城跡、巡見の報告) A19 
江嶋八兵衛→下村正兵衛 ・井手十郎右衛門
寛文10年5月6日 30X143 1 通
回国上使領中書上控
延宝9年 7月26日 29 x21 1冊24丁
A20 
御登城lt何方倒見姐控





















三根郡向嶋村〔絵凶 ) A24 
(年月日不詳) 37X19 1 冊~折(一部









(年月日不詳)36 x 19 1冊目折 鍋嶋主水家文書 47 
(年月日不詳) 36x 19 1冊乙5折
神崎上東郷衣村 〔絵図 〕 A28 
(年月日;不詳) 36x 19 1冊12折
神崎上西郷丙村 〔絵図〕 A29 
(年月日不詳) 36 X19 1冊15折
神崎上西郷野目ケ里〔絵図〕 A30 









徒罰 〔家中 〕 ・ B3 
鍋嶋光茂→ 延宝 7年一天和3年 29.5 X 
21.5 1冊26丁
倒領中御高札御文段写 B4 




一同 3年 29・5x22 1冊 33丁
烏子御l仮之内 B6 
鍋嶋茂親役内→ 安永7年写 26.5 x20 
l冊41丁
御当家令条(写) _B7_， 


































8日 44X58 1通 (11通ノ内)
書状〔八十歳賀の祝状) 09 
鍋嶋信銀守宗茂→な初様 (年不詳)10月




19日 4乙X56 1通 (11通ノ内)
書状〔江戸より帰国の通知) 011 
鍋嶋信機守宗茂→な初様 (年不詳)ロ月
18日 40X54 1通 (11通の内)
書状〔主水病気の見舞) 01? 
鍋嶋信機守宗茂→シ初機 (年月日不詳)
39 X54 1通 (11通ノ内)
書状〔伊勢熊初目見の礼) 013 
鍋嶋信機守宗茂→な初様 (年月日不詳)


































市正→鍋嶋主7.]( (年不詳)9月20日 18 
X 62 1通
書状 〔御断書等の沙汰見合の依頼) 08 





害状〔年頭祝詞の返害 l 010 
鍋嶋加賀守直愈→鍋嶋主水(年不詳)2月
19日 40X 54 1通
書状〔大坂表借銀取鋲のため下向) 011 
納富十右衛門・鍋嶋伝兵衛→鍋嶋但馬






日 16x 124 1通(包紙アリ〕
書状〔御内話一件家老呼出) 014 
鍋嶋紀四郎→鍋山劇旦馬 (年不詳)極月26












月朔日 34 X52 1 >庖(包紙アリ)
害状〔来翰の礼と近況宇佐官) D19 
鍋嶋主藤→鍋嶋主水 (年不詳)桁 J~ 16日






17 X 7 1通
害状〔後日の模機街拷味願) 22 
(姓不詳)靭負→鍋嶋主水 (年不祥)晩
秋12日 17X 72 1述
害状〔病気見舞) 23 
(i{:制白兵庫→鍋嶋主7.K (年不詳)萩月 8臼




17 X 44 1通
害状〔江戸表御供出立) D25 
多久与兵衛→鍋嶋胤之助 (年不詳)7月


























































年 8月2日 37X 51 1通
親類並家中へ之口上 回
制t鳥光茂→神代大幸町也4名 明暦3年 8月
2日 37 X 51 1通(包紙アリ )
定〔重臣中連判誓詞)(控 ) E6 
松浦源、左衛門他30名→鍋l鳥光茂万治2年
4月1日 32X 233 1通(包紙アリ〉
覚〔家老中誓詞J(控 ) E7 
元文 4年 8月7日 33X247 1通





鍋嶋吉茂→ 宝永5年3月25日 34x91 
l通
覚〔家替相続後の親類家老中への書出 ) Ell 
鍋嶋丹後守吉茂→鍋嶋山城他10:名 宝永5
50 文章子 9




















(年不詳)己年 27XI8.5 1冊 9丁
書状袋 〔御普請の引請け) 1519 
鍋嶋主水佑→多久図書頭 (年不詳 )11月
28日 35活 1 1通
手続書抜〔例代始書上) B~ 
(年不詳)亥7月29日 29 X19 1冊
手覚〔手明鑓頭座席) 1521 










永18年正月 2日 31 X 24 1冊32丁
与中役白 川
鍋嶋信濃守勝茂→鍋嶋淡路守・主水佑寛
永18年 3月5日 31x23 1冊12丁
〔与着到) F5 
鍋嶋信機守勝茂→鍋嶋淡路守・同主水佑






月5日 31X23.5 1冊 13丁
与着到 10'8 
鍋嶋信濃守勝茂→鍋鳴主水腹安 2年 9月
20日 30.5X 23 1冊20丁
与着到 1'9 
鍋嶋光茂→鍋嶋主水寛文元年壬8月21日
31 X 22.5 1冊26丁
手頭〔出陣方並出陣留守居役の申付) ~'10 
綱嶋主7.K直朗→池尻十右衛門 ・小宮彦右衛























与中小屋割 F18 組内目付手頭 F32 
鍋嶋茂主→ 享保元年8月21日 32X22.5 鍋嶋宗教→ 宝暦10年 4月朔日 27X19.5 
l冊 15丁 1冊 2丁
与土手明鑓役目並主従付 F19 組内使番手頭 F33 
鍋嶋茂主→ 享保元年8月21日 32 X21.5 鍋嶋宗教→ 宝暦l昨 4月朔日 27X19.5 
l冊21丁 l冊 l丁
組中定並役目 F20 行列'L;碍(写) F34 
鍋嶋宗茂→鍋嶋主水享保17年 6月3日 鍋嶋宗教→ 宝暦10年4月朔日 27X19.5 
29X 20 l冊 17丁 l冊 2丁
出陣仕組 F21 武具持越心得(写) F35 
鍋嶋茂和→ 享保18年 1月15日 32X22 鍋嶋宗教→ 宝暦10年 4月朔日 27 x19 
l冊40丁 l冊 2丁
出陣留守倣旦 F22 陣屋心得(写) F36 
鍋嶋茂和→ 享保18年11月15日 31.5X22 鍋嶋宗教→ 宝暦10年 4月朔日 27Xl9.5 
1冊 11丁 1冊 4丁
組中定並役目 F23 座備，L;待(写) F37 
鍋|鳴宗教→鍋嶋主水寛保元年9月15日 鍋嶋宗教→ 宝暦10年 4月朔日 27X19.5 
27.5X19.5 1冊18丁 l冊 3丁
土組代手頭(写) F24 役固定(写〕 F38 
鍋嶋宗教→ 宝暦10年4月朔日 27X19 鍋嶋宗教→ 宝潜10年 4月朔日 27X19.5 
l冊 2丁 l冊 9丁
昇並面Ij筒組頭手頑 F25 陣屋坪割定 F39 
鍋嶋宗教→宝峰10年 4月朔日 27X19 鍋嶋宗教→ 宝暦10年4月朔日 27X19.5 
1冊 1冊 1丁
弓組頭手鎖(写) F26 兵糧定(写) F40 
鍋嶋宗教→ 宝燈10年 4月朔日 27X19.5 鍋嶋宗教→ 宝暦10年 4月朔日 27Xl9.5 
l冊 2丁 1冊 2丁
鉄砲組頭手頭(写) F27 船害l提(写) F41 
鍋嶋宗教→宝盾10年 4月朔日 27X19.5 鍋嶋宗教→ 宝婚10年4月朔日 27X19 
l冊 2丁 l冊 l丁
長柄鑓組頭手頃(:辱) F28 組着歪IJ(写) F42 
鍋嶋宗教→ 宝婚10年 4月朔日 2'7X19.5 鍋嶋宗教→鍋嶋主水 宝庫苦初年 4月朔日
l冊 1丁 27.5Xl9.5 l冊25丁
手明鑓組頭手頭(:与〕 F29 出陣着到 F43 
鍋嶋宗教→ 宝暦10年 4月朔日 27X19.5 鍋鳴宗教→鍋嶋主水宝盾10年4月朔日
l冊 1丁 27X19.5 l冊30丁
陣場，心遣手頭 F30 下知覚書(写) F44 
鍋嶋宗教→ 宝婚10年 4月朔日 27X19.5 鍋嶋宗教→ 宝暦10年4月朔日 27X19.5 
1冊 4丁 1冊 2丁
小荷駄'L，'遣手頭 F31 合図合印覚書(写) F45 
鍋嶋宗教→ 宝麿10年 4月朔日 27 x19.5 鍋嶋宗教→ 宝盾10年4月朔日 27X19 
l 冊 2丁 l冊 2丁
52 文香 9
軍中提(写) "6 








鍋嶋宗教→ 宝暦ω年4月朔日 27x19.5 
1冊 7丁
組着到 F49 




26.5 x 18.5 1冊15丁
留守中定条k 1"51 














































長崎就御番高之仕組(写:) ・ 02 
鍋嶋信濃守勝茂→山城・鍋嶋若狭他 4名
承応3年 6月23日 29.5X21 1通63丁
長崎表江自然、黒船着岸之時仕組 03 
鍋嶋光茂→神し代大手口殿他 4名 寛文元年6




正徳、3年三7X 19 1冊 13丁
長崎伺番所記録之内側番渡一通 G6 
正徳3年 27 X 19 1冊38丁
長崎倒番所記録之内仰番請取一通
正徳3年 27X195 1冊 55丁
長崎御番所記録之中内代一通




正徳 3年 27 X 19 1冊 4丁
長崎御番所記録之内定式並不時一通 GI0 
正徳 3年 27 X 19 1冊77丁(細目ア リ)
鍋嶋主水家文書 53 
書状〔アロシヤ船長崎笹備など) G11 
魯文→其7.k (年不詳)2月9日 7 ><160 
l通(前欠)
定〔長崎出張Vてっき家中申渡) G12 


















門 (寛永15)正月26日 31X 46 1通
害状〔有馬より米成の籾量を尋ぬ) H3 
相馬市左衛門→戸I嶋三郎右衛門 (寛永15)
正月27日 28X 43 1通
害状〔近t兄報告とど機嫌伺) H4 
相馬市左衛門→河嶋三郎右衛門 (寛永15)
2月28日 29X 45 1通
鍋嶋安芸守与討死手負名付 H5 
寛永15年 3月1B 17 X49 1冊 15丁
有馬原之城手負，)[討死之注文(控) H6 




18日 28x21 1冊 60丁
覚〔有馬御陣のとき銀子拝領の判紙) H8 
鍋嶋信濃守勝茂→鍋嶋淡路守茂宗 (寛永






衛門 (年不詳)5月6日 30 X 43 1通
幕末陣役
大坂天保騒動中之書附写 11 
天保9年8月 27 X19 1冊55丁
大坂古L妨一件〔天保騒動)(写〉 12 
天保9年 8月 Zl.5 x19 1冊 145丁
松倉伊賀守搬御渡攻口割写 13 
慶応元年1月7日 18 x255 1通
御出張日記 14 





御出張方→ 厳正、4年 2月 13.5 X37 1 
冊24丁
武州横浜御出張日記 17 
北嶋又兵衛→ 慶応、4年間 4月 13.5 X 9 
l冊72丁
野州今市御滞陣中日記 18 
相良牧太・北嶋又兵衛→ 慶応、 4年 5月18
28 X 19 1冊183丁
野州今市~御滞陣中諸触状写 19 
相良牧太 ・北島又兵衛→ 慶応、4年 5月19
日 25X 17 1冊128丁
婦之助産養役白書附 110 
(慶応、4年)辰6月25日 27X19 1冊 8
丁
絵図〔野州今市御滞陣〕
慶応、 4年 56 x79 1枚
絵図〔野州今市御滞陣絵図〕











(年月日不詳) 32 X1082 1巻(茂主7
デ)
鍋嶋長庶系図 J2 
北原氏→ (年月日不著) 28Xl99 1巻
(綱茂マデ〉
〔鍋嶋家系図〕 J3 
(年月日不詳) 27 X20 1冊28丁
〔鍋嶋家系図)(写〉
(年月日不詳) f4X348 1巻 (後欠)
大宰都督司馬少卿藤原朝臣系図 J5 




(正徳頃) 40X578 1巻(茂主マデ )
系図〔鍋嶋主水家〕
(年月日不詳) 26X285 1巻 (後欠・茂
主マデ)
系図〔鍋嶋主水家)(写 ) f.~ (1 ) 
(年月日不詳) 29X75 1巻(主水佑茂
和マデ〉 豆旦L小城鍋島家J1冊和大 J9(2) 
石井系図
(年月日不詳) 28 x420 1巻(鍋嶋茂里
マデ〉
〔石井系図〕
(年月日不詳) 41 X634 1巻
石井系図(写)
(年月日不詳) 28 X310 1巻(忠恒マデ)
〔石井系図)(写)






(年月日不詳) 27 x38 1通 (石井久次
郎マデ〕
鍋嶋直茂公譜 J15 
(年月臼不詳) 295 XL8 1冊37丁 (第1
• 12冊ノ ミ)
鍋嶋綱茂公御年譜(写) J 16
鍋嶋斉直→ 文化1年夏 27X20 3冊 、i部
①-21丁②-105丁③-84丁(欠冊アリ)
茂皇公譜 J 17 
鍋嶋征敏・征典→ 宝永 6年 8月1日
27.5X19 1冊44丁




覚書〔鍋嶋茂里年譜)(写) J 20 
(年月日不詳) 29 X 41 1通






鍋嶋直朗→池尻玄蕃他 3名 貞享 3年 9月
日 32X46 1通
龍造寺的伝(写) J24 
(年月日不詳) 16x 39 1通
三家記録(写) J25 
鍋嶋茂親→ 安永 7年 31X21 5冊 (ψ 仕 5)
お7丁②192丁③a:J2丁④209丁⑤ 187丁 〕
御秘録〔勝茂公覚書) JU 











成富清風→ 明治1年 6月6日校 16 ><11.5 
1冊90丁
武興一代之記書入覚 J31 
(年月臼不詳) 28x21 . 1冊 1Z丁




































(年月日不詳) 26 X 92 1通(後欠)

















2年 11月 9日 36X452 1巻
瑚嶋家勲功覚書 J45 
天明 7年 27 X 19 1十時5丁(8冊ノ内)
55 
戦功書控〔鍋嶋主水家) J46 
鍋嶋主7.1<→ (年月日不詳) 27X 20 
1冊34丁
武興公御懇切書写 J47 
(年月日不詳) 27X20 1冊 9丁
多久長門先祖戦功覚書 J48 
天明 7年 7月 27X凶 l冊53丁 (8冊ノ
内)
先祖戦功書抜〔深堀家 J J49 
鍋嶋志摩→ 天明 7年 8月 27X 19 1冊
80丁 (8冊ノ内 )
先祖戦功覚〔龍造寺家) JW 
鍋嶋安房→ 天明 7年 9月 27X18.5 1 
冊 17丁(8冊ノ内)
先祖戦功覚書〔鍋嶋豊前家) J51 
鍋嶋弥平左衛門→ 天明 7年 9月 27X18.5 
1冊 8丁(8冊ノ内)
後藤家戦功其外覚書 J52 
鍋嶋十左衛門→ 天明 7年 9月 27x 18・5
1冊55丁
後藤家戦功覚書 J53 
天明 7年10月 27X 19 1冊 10丁 (古賀和
十写)
神代家戦攻填外覚書 J54 
神代対馬→ 天明 7年 9月 27x 19 1冊
45丁
戦功書写〔諌早家〕
諌早兵庫→ 天明 7年秋 27X19 1冊ω
丁(8冊ノ内 〉
〔公儀へ感状差出Uてっき口上笑J(控) J56 
鍋嶋直朗→ 天和4年正月 29X437 1巻
書状〔幕府御感状街麗美の品提出 J J57 
木下五共衛 ・中野将監→鍋嶋主水 (年不
詳 )正月27日 21X42 1通(包紙ア リ)
書状〔公儀へ古菩付提出 J J58 
鍋嶋加賀守→紀伊守 (年不詳)2月20日
32X46 1通
書状〔感状古書付など送付拝見の礼 J J59 
鍋嶋十左衛門茂能→鍋嶋主水 (年不詳〉








9日 36x 52 1通 (包紙アリ)
於宝琳院法事之節御目見席之図 J 62 
百武善右衛門→ 文化7年7月 28x54・(1-2)
26X 24 2枚(包紙アリ)
武興公直朗公へ御奉公仕候覚 J 63 
井手十郎右衛門→池尻伝右衛門・小宮彦右
衛門 (年不詳)戊6月25日 27x 21 1 
冊 9丁
御着袴初之式 J64 
(年月日不詳 ) 32X45 1通
武奥様御辞世 J65 
















5日 33X44 1通(包紙ア リ)
書状〔年頭の祝詞) K6 
有国八右衛門→鍋嶋但馬 (年不苦手)正月
5日 33x 44 1通 (包紙アリ )
書状〔年頭の祝詞) K7 
有国八右衛門→鍋嶋但馬 (年不詳)12月















































1日 16 X96 1通〔包紙ア リ)
書状〔年頭祝詞の返書) K22 
三浦備後守→鍋嶋但馬 (年不詳)正月22
E'， 18X 37 1通(包紙アリ〉
害状〔登姫君引越の祝品願〕
大塚権左衛門→鍋嶋1.e.馬 (年不詳)1月



















享保19年 9月 27 x19 1冊 9丁
年行司動方書附写 L3 
年行司同附役→ 明和9年 9月 16X 44 
l冊 11丁
〔新番頭中の刃傷事件報告)(控) L4 





誠明知→ 文化9年 6月 14X19 1冊 25
覚書〔参勤留守中手控〕 L7 
松友舘→ 文化11年8月 13.5 X 18 1冊
26T 
御参勤御留守中手控 L8 




















鍋嶋掃部茂主→検者子霜月 10日 37X 51 
1通
〔役務遂行の申付け)(控)
鍋嶋直朗→検者子霜月 10日 34X40 
1通
L15 
〔家中狼籍出入の覚書 ) L16 
(年不詳)11月29日 14x38 1冊 3丁
書附写〔津山卯三太刃傷一件 ) L17 
〔年不詳〕子 8月朔日 28X20 1冊 22丁
M 家記録
街港問見入次新帳 Ml 
正徳6年 6月8日 28x20 1冊 2σ丁
御感状長持本帳 M2 
党政6年寅夏 14 X29 1冊19丁
御感状長持本帳 M3 
(年月日不詳) 27.5 X19 1冊46丁
〔詰頭人記録) M4 
鍋嶋主水内池尻玄箸→ 貞享3年 6月一元
禄 2年 8月 27X 19 1冊62丁
御即位付而御勤之記録(写) M5 
小宮彦右衛門→ 宝永8年正月 31.5X 22 
1冊43丁
〔鍋嶋主水家日記) M6 















鍋嶋茂親→ 石井又兵衛他7名 天明 4年









年 3月 26X102 1通
連印手形覚〔加地子納入) N5 
平太・助大夫・岩之助→宮永勝守他 3名





庄屋次兵衛→ 天保8年7月 27，5X19 
I冊 6丁
神崎謝野目外手許仕法銀貸附割方l限 N8 











元〆方→ 文久2年 3月 27 X 19 1冊11
丁
御借金取引帳 N12 
女手入 2年12月 14x37 1冊 3丁
仮出方銀出入手控帳 N13 
元〆方→ (年不詳)卯正月 13.5X38 
1冊22丁
書状〔七千両地方Kて調達のこと) N14 






















(年月日不詳 ) 25X59 1通
諸方渡方並渡過取直帳 N23 








(年月日不詳) 15 X 37 1冊52丁
修理方書出並乞筈帳 N26 
御用人中修理方→ 慶応、元年5月 13.5X 
37.5 1冊29丁
諸物屋代銀其外渡方帳




修理方→ 反応、元年5月 13.5X19 1冊
12丁
修理方盤帳
修理方→ 慶応、元年5月 13.5 X 37・5
1冊41丁
御私領御口副其外調達根居帳
元〆方→ 慶応、元年6月 27X19 1冊 2
丁
食用帳
若倉村庄屋和助→ 慶応、元年7月 27X19 
l冊5丁
食用長
続命院村→ 慶応、元年7月 27X19 1冊
30丁
食用帳
衣村庄屋→ 慶応、元年7月 27X19 l冊
12丁
食用帳
曽根ケ里庄屋→ 慶応、元年7月 27X19 
l冊25丁
食用帳
















向嶋村→ 慶応、元年8月 27X19 1冊14
丁
食用帳 N39 
三根郡寄人村→ 慶応、元年8月・ 2年 2月(1-2)
27 X 19 2冊(①22丁②7丁〕
諸職人目板 N40 
修還方→ 慶応、元年9月 27 X19 1冊乙O
修理方飯和様 N41 
尉太郎→ 慶応元年 9月 13.5X19 1冊
16丁
〔神崎郡本堀村夫筈継立飯米乞筈) ，!，然




元〆方→慶応、 2年5月一 9月幻x19 、ー~
2冊(①10丁②1丁)
諸銀渡方帳 N44 
納戸方→ 慶応、 2年 5月 13・5X 37 1冊
36丁
砲術稽古文武方賄乞筈 月45




13.5 X38 1冊 2丁
三根郡村々夫筈継立飯米乞筈 ，F11 
向嶋村庄屋米蔵→ 例代官御役所慶応、 2日一
年 6月 27X12ω 1巻98通 (98通の夫丸
使用手形貼付)
野自外・曽根ケ呈・衣村夫飯米乞筈 HNE8 




慶応 2年6月 27X515 1 巻3~ (38通の
夫丸使用手形貼付)
御蔵小遣継立乞筈帳 月盟
庄屋半太夫→山口弥左衛門 慶応 2年 6月日目
27 x330 1巻 8通(8通の食用手形貼付)
食用1候 N51 




元〆方→ 髭応 2年 8月 27X460 1 券~13 (1-13) 
通(13通の霊長米入用覚貼付 )
米乞筈渡方帳 N53 
納戸方→ 慶応、2年 9月 14X36 1冊 3
丁
日板帳 N54 
手男中→ 慶応、 2年 9月 Z7X19 l冊 4
丁
飯粥懐 N55 
手男中→ 慶応 2年10月 Z7X19 l冊 4
丁
飯米帳 N56 
手男中→ 慶応、 2年11月 27 X19 1冊 4
丁
飯米帳 N57 






台所方→ 慶応、3年 5月 13.5X38 1冊
~丁
食用帳 N60 









衡恥領野 目ケ呈→ 慶応、 3年 6月 27X19 
1冊37丁
飯湘懐 N64 
仲同 ・手男中→ 厳正、 3年 6月 Z7X19 
1冊 4丁
飯米帳





本堀村寺田外庄屋美之助→ 慶応 3年 9月
27x 19 1冊 10丁
詰中日板帳 N67 
台所方→ 慶応、 3年10月 27 x19 l冊 9
丁
詰中日板帳 N68 
台所方→ 慶応、 3年 12月 27X19 l冊 7
丁
詰中日板帳 N69 
台所方→ 慶応、 4年正月 27X18 1冊 10
丁
銀調子帳 N70 
修理方→ 慶応、 4年 5月 13.5 X38 1冊
10丁
神崎郡半田ケ里史緑豊 乞筈私帳 (:TUE 
村役常助他 2名→御私領方御代官御役所 、ー一
慶応、 4年 6月 Z7X590 1巻18通 (18通の
諸品代銀請取覚を貼付)
神崎郡本郷村 ・半田ケ里夫筈継立飯米乞筈 ， ~7] 
村役常助他 4名→御代官御役所 慶応、 4年日一
6月 29X910 1巻58通(58通の夫丸使用
手形貼付)
神崎郡衣村 ・曽根外夫筈継立乞筈 Nη 
村役和助他 5名→御代官御役所 慶応、 4年 lF〓




応 4年 6月 26X1580 1巻121通(121通
の夫丸使用手形貼付〉
神崎郡半国外引分方御蔵小遣継立乞筈 ~7~， 
村役三蔵 ・庄屋七右衛門→御元〆方御役所"，...V ，/ 
慶応、4年6月 27X200 1巻 6通(6通の
食用手形貼付 〉
御家中不時動御加勢米渡方1候 N76 
元〆方→ 慶応、 4年 6月 14X 37 1冊
26丁
銀米渡方帳 N77 
明治 6年 9月 14X37・5 1冊20丁
男芸乙恩逮米渡 N78 














2程屋喜介→ 慶応、 3年 9月 13 x 17 1冊
10丁
諸方請取継立 (l~S 
































































42 高木屋太庖→江口 (辰閏 4月6日)
43 染屋惣左衛門→綾部新入(辰閏4月)
44 八丁馬場染屋庖→上(辰4月)
45 塗師藤蔵→上 (辰4月 )
46 塗師藤蔵→上(辰閏4月)
47 塗師藤蔵→上(辰 2月26日)



























































































































































(対IJ記)→(別記) (年不詳) 13X 
980 1巻57通
1 (欠)
2 精振買→ ( 8月1日)
3 かまや庖→上(8月1日〕
4 精→ (8月1日)
5 岸川町鶴吉→ ( 8月1日)
6 野口庖→上(8月2日)






13 精藤七→ ( 8月6日)
14 野口庖→上(8月6日)
15 源助→ ( 8月7日)
16 小城横町重蔵→ ( 8月7日)
17 早津庖伝助→ ( 8月7日)


















34 振貫→ ( 7月10日)
35 元町大の屋→上 (7月12日)
36 鶴や→上(8月13日)
37 精藤七→ ( 8月12日)
38 精藤七→ ( 8月13日〕
39 政吉→ ( 8月13日)



















































































58 上林→ ( 12月4日)













70 谷口j苫→綾部 (12月 )
71 御乗物師清左衛門→綾部 (卯12月 )
文書 9
72 材木屋安兵衛→ (卯12月)























































































































口上書〔愛宕宮へ米l5石寄附状 ) P2 
池尻木工右衛門他2名→観照院日善上人御

















29 X <:3 1通
天祐寺物語。 P8
天祐寺住職八谷大麟→ 大正6年 4月刊
20x 14 1冊 19頁
Q 儀礼
信機守機元服の着座次第(控) Q1 

































→鍋嶋氏 (年不詳)3月晦日 34 X44 
1通
書状〔茶のととと贈品の礼) R7 













心j武主人→ 文イ¥j.5年2月吉辰 13x35 
l冊 8丁
あ心庵会附 R12 




洗心主人→ 文l改2年霜月 14 X 19 1冊
14丁
者援配達記 R15 
仙風閣→ 文政7年 14 X29 1冊24丁
京大坂会席附
文政8年10月21日 11 x26 2通
燕庵〔茶会〕
文政8年12月11日 17 X124 1通
弥姫様御茶会席



































(年不詳)9月1日 16X 103 1通
九月十二日〔茶会〕 R32 
(年不詳)9月12日 37 X44 1通
イ山風閣会席 R33 
仙風閣主人→ (年不詳)9月20日 llX 
27 1冊 5丁
河内屋宗爾茶 R34 





17 X 70 1通
〔茶会目録〕 R37 




(年不詳 )10月27日 32X45 i通
十一月十三日口切燕庵〔茶会〕 R40 
(年不詳)11月13日 :Ji X50 1通
西本願寺御門跡調茶 氏41
(年不詳 )11月15日 36 X50 1通
〔茶会白録〕 乱42


















(年月日不詳) 32X 44 1通
後座入〔茶会〕
(年月日不詳) 32 X 4:'1 1通
石橋やしき会席



















































薮内竹翁→ (年月日不詳) 19 X88 
1通
会席道具附
(年月日不詳) 16 X 130 1通
姐り炭書附

























(年月日不詳) 19X72 1通(前欠 〕
尋沓〔茶作法〕 町 9






























19 X 50 1通
〔和歌書留)(控〉
(年月日不詳) 2以 75 1通
〔和欽短冊書係)(写)
(年月日不詳) 31X23 1冊 6丁
〔和歌狂歌草稿〕













(文政5年 9月) 17 X 125 1通
鹿児島藩横山正太郎建言






















5日 31.5 X90 1通(包紙アリ)
起請文前書〔到一流) U5 
中野神三郎兼明他 121名→ 明和5年9月
一天明 8年11月 32.5 X 625 1通(石清
水宝印紙)
条k (到一流起請文) U6 
相浦源、之丞他 1~名→鍋嶋主水 寛政5年 5













渡辺喜一郎他87名→ 文政6年 6月 文政
ロ年9月 31X515 1通(石清水宝印紙)
〔仕組所仕法)(控) U11 




手頭 L先手組足軽)(写) U13 






















寛延 l年10月一嘉永 l年 6月(3通
.前クミ)

























































(年月臼不詳) 13.5X 32 1通
書状〔近況報告) Uq 
宮永艶子→宮永安太郎 (年月日不詳〉
17 X47 1通
文書 9
〔第 l集・終〕
